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本
年
度
の
企
画
展
は
、「
尾
張
藩
と
明

治
維
新
―
所
蔵
文
書
に
み
る
藩
士
た
ち

―
」
と
題
し
て
、
十
月
一
日
（
火
）
か
ら

十
一
月
二
十
九
日
（
金
）
ま
で
、
本
館
展

示
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

尾
張
藩
は
御
三
家
の
大
藩
で
あ
り
、
王

政
復
古
や
、
周
辺
諸
藩
へ
の
勤
王
誘
引
活

動
、
戊
辰
戦
争
へ
の
出
兵
な
ど
維
新
の
達

成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
ま

た
、
藩
士
の
中
に
は
新
政
府
の
役
職
に
就

く
な
ど
、
新
国
家
の
建
設
に
重
要
な
役
割

を
果
た
し
た
人
物
が
い
た
一
方
で
、
未
曾

有
の
時
代
の
変
化
に
対
応
し
き
れ
な
い
者

も
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
尾
張
藩
と
そ
こ
に
生
き
た

藩
士
に
つ
い
て
、
あ
ま
り
広
く
知
ら
れ
て

い
る
と
は
言
い
難
い
と
思
っ
た
こ
と
が
今

回
の
企
画
展
を
計
画
し
た
最
初
の
動
機
で

し
た
。
加
え
て
、
平
成
二
十
三
年
度
の
企

画
展
で
初
公
開
し
た
本
館
所
蔵
の
「
大
塚

三
右
衛
門
家
文
書
」（
以
下
「
大
塚
家
文

書
」）
の
未
公
開
資
料
を
初
公
開
の
記
憶

が
新
し
い
う
ち
に
展
示
す
べ
き
だ
と
考
え

た
こ
と
、
さ
ら
に
、
本
館
が
原
本
を
所
蔵

し
、
し
ば
し
ば
展
示
し
て
き
た
「
名
古
屋

藩
庁
文
書
」
を
企
画
展
と
し
て
ま
と
め
て

紹
介
し
て
か
ら
十
年
以
上
の
歳
月
が
経
過

し
て
い
る
こ
と
も
、
企
画
に
あ
た
っ
て
の

重
要
な
動
機
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、「
大
塚
家
文
書
」
と
「
名
古

屋
藩
庁
文
書
」
を
中
核
に
据
え
、
本
館
が

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
所
蔵
す
る
国
立
公

文
書
館
の
「
太
政
類
典
」
や
本
館
所
蔵
の

絵
図
な
ど
を
補
足
資
料
と
し
て
シ
ナ
リ
オ

を
練
っ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
資
料
の
う
ち
、「
大
塚
家
文

書
」
に
つ
い
て
は
、
企
画
展
の
趣
旨
に
鑑

み
、
先
回
展
示
し
た
資
料
の
再
展
示
は
最

小
限
に
留
め
、
未
公
開
の
資
料
を
主
に
用

い
ま
し
た
の
で
、
展
示
し
た
「
大
塚
家
文

書
」
の
多
く
は
初
公
開
の
資
料
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、「
名
古
屋
藩
庁
文
書
」
は
、

制
度
や
政
治
を
中
心
と
し
た
こ
れ
ま
で
の

紹
介
方
法
と
は
視
点
を
変
え
、
そ
の
時
代

を
生
き
た
藩
士
に
着
目
す
る
こ
と
、「
大

塚
家
文
書
」
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

多
少
な
り
と
も
資
料
に
新
し
い
命
を
吹
き

込
む
こ
と
な
ど
を
ね
ら
い
に
取
り
組
む
こ

と
に
し
ま
し
た
。
以
下
、
展
示
の
構
成
に

基
づ
い
て
説
明
を
加
え
ま
す
。

一
　
尾
張
藩
と
明
治
維
新

こ
こ
で
は
、
幕
末
か
ら
廃
藩
置
県
ま
で

の
尾
張
藩
の
動
き
を
、「
名
古
屋
藩
庁
文

書
」
に
絵
図
な
ど
を
交
え
て
紹
介
し
ま
し

た
。「
大
塚
家
文
書
」の「
芸
備
地
里
銭
図
」

と
「
天
狗
党
関
係
絵
図
」
は
、
尾
張
藩
が

幕
藩
体
制
内
の
親
藩
の
大
藩
の
一
つ
と
し

て
機
能
し
て
い
た
と
き
の
も
の
で
す
。
そ

れ
か
ら
、
わ
ず
か
三
年
後
に
、
藩
は
王
政

復
古
の
当
事
者
と
な
り
、
幕
府
廃
止
・
新

政
府
樹
立
の
一
翼
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
た
だ
、
武
力
討
幕
の
立
場
を
と
ら
な

か
っ
た
元
尾
張
藩
主
慶
勝
は
、
鳥
羽
・
伏

見
の
戦
以
降
は
新
政
府
に
お
け
る
主
導
権

を
失
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
新
政
府
か
ら

求
め
ら
れ
る
課
題
も
大
き
く
な
り
、
苦
渋

の
決
断
を
迫
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

特
に
、
尾
張
藩
特
有
の
動
き
で
あ
る
青

松
葉
事
件
、
勤
王
誘
引
活
動
、
藩
庁
の
政

事
堂
へ
の
移
転
、
名
古
屋
藩
の
廃
止
な
ど

を
全
国
的
な
情
勢
の
変
化
に
留
意
し
な
が

ら
説
明
す
る
こ
と
で
、
急
速
に
変
化
し
て

い
く
尾
張
藩
の
政
治
的
立
場
を
理
解
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
た
。

二
　
藩
士
た
ち
と
明
治
維
新

　（
一
）
若
き
参
与
た
ち

こ
こ
で
は
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）

十
二
月
九
日
の
王
政
復
古
の
大
号
令
直
後

に
、
新
政
府
の
参
与
に
任
じ
ら
れ
た
三
人

の
尾
張
藩
士
に
つ
い
て
展
示
し
ま
し
た
。

荒
川
甚
作
、
丹
羽
淳
太
郎
（
の
ち
の
賢
）、

田
中
国
之
輔
（
の
ち
の
不
二
麿
）
の
い
ず

れ
も
二
十
歳
代
の
藩
期
待
の
若
者
達
で
す
。

「
名
古
屋
藩
庁
文
書
」
に
は
、
こ
の
三

人
が
繰
り
返
し
登
場
し
ま
す
。
特
に
、
大

参
事
を
務
め
た
丹
羽
に
つ
い
て
の
資
料
は

多
く
、
明
治
初
め
の
丹
羽
の
藩
内
で
の
存

在
感
の
大
き
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

ま
た
、
田
中
は
新
政
府
の
命
で
上
京
し

た
後
、
国
の
教
育
行
政
に
参
画
し
、
岩
倉

遣
外
使
節
団
の
理
事
官
と
し
て
欧
米
の
教

育
制
度
を
視
察
し
ま
す
。
こ
の
と
き
、
通

訳
を
務
め
た
の
が
新
島
襄
で
し
た
。
田
中

は
帰
国
後
、
今
の
副
大
臣
の
文
部
大
輔
に

就
任
し
ま
す
が
、
大
臣
に
あ
た
る
文
部
卿

は
長
期
間
不
在
で
あ
っ
た
た
め
、
文
部
行

政
の
実
質
的
な
責
任
者
と
し
て
執
務
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ

流
の
自
由
主
義
的
な
教
育
令
を
制
定
し
ま

す
。
こ
れ
は
、
教
育
の
権
限
を
大
幅
に
地

方
に
委
ね
た
も
の
で
し
た
が
、
そ
の
緩
和

政
策
に
反
対
す
る
人
々
は
批
判
を
強
め
、

教
育
令
は
翌
年
に
は
統
一
的
な
制
度
へ
と

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に

教
育
行
政
の
分
野
を
去
っ
た
田
中
は
司
法

の
分
野
に
移
り
、後
に
司
法
卿
に
な
り
ま
す
。

　（
二
）
京
都
御
用
人

こ
こ
で
は
、
尾
張
藩
の
京
都
御
用
人
と

京
都
の
新
し
い
藩
邸
を
取
り
扱
い
ま
し
た
。

幕
末
、
政
局
の
中
心
が
京
都
に
移
る
と
、

多
く
の
尾
張
藩
士
は
情
勢
の
緊
迫
す
る
京

都
で
交
渉
に
奔
走
し
ま
す
。
そ
の
活
動
の

中
心
に
い
た
の
が
藩
御
用
人
の
尾
崎
八
衛

で
し
た
。
今
回
は
尾
崎
が
八
右
衛
門
か
ら

八
衛
に
改
名
し
た
際
の
資
料
を
展
示
し
ま

平
成
二
十
五
年
度
企
画
展

 
尾
張
藩
と
明
治
維
新

   

―
所
蔵
文
書
に
み
る
藩
士
た
ち
―

企画展の風景
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し
た
。
こ
の
頃
は
「
御
一
新
」
に
ふ
さ
わ

し
い
名
前
を
求
め
て
改
名
が
し
き
り
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
時
代
へ
の
気
負
い
か
ら
か
、

中
に
は
奇
名
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
慶
勝
か

ら
、「
唱
に
く
き
名
前
も
こ
れ
あ
り
、
し

か
る
べ
か
ら
ず
候
間
、
以
来
は
普
通
の
名

前
に
相
改
候
」（「
政
事
日
記
」・
明
治
二
年
）

と
の
命
が
下
っ
た
ほ
ど
で
し
た
。

幕
末
に
尾
張
藩
は
活
動
の
拠
点
と
し
て
、

京
都
百
万
遍
の
吉
田
村
に
広
大
な
吉
田
屋

敷
を
構
え
ま
す
。「
大
塚
家
文
書
」
に
は

こ
の
吉
田
屋
敷
の
絵
図
が
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
は
、
居
住
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る

尾
崎
を
は
じ
め
在
京
役
の
藩
士
の
名
前
な

ど
の
記
載
が
あ
り
興
味
深
い
内
容
で
し
た
。

ま
た
、
こ
の
吉
田
屋
敷
は
建
造
後
十
年

に
満
た
な
い
う
ち
に
売
却
さ
れ
て
お
り
、

改
め
て
明
治
維
新
期
の
変
化
の
速
さ
を
痛

感
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
し
た
。

　（
三
）
京
都
市
中
取
締
掛

こ
こ
で
は
、
京
都
市
中
取
締
掛
と
そ
れ

に
関
わ
っ
た
旧
幕
臣
に
つ
い
て
展
示
し
ま

し
た
。
幕
府
の
廃
止
に
伴
い
、
京
都
・
伏

見
奉
行
も
廃
止
さ
れ
ま
す
。
そ
の
直
後
、

尾
張
藩
の
重
臣
田
宮
如
雲
が
京
都
取
締
掛

参
与
に
任
じ
ら
れ
、
甥
の
大
塚
ら
数
人
の

藩
士
が
助
役
と
な
り
ま
す
。

鳥
羽
・
伏
見
の
戦
に
よ
り
、
武
力
討
幕

派
が
新
政
府
の
主
導
権
を
明
確
に
握
る
ま

で
、
大
半
の
藩
は
新
政
府
と
旧
幕
府
の
ど

ち
ら
に
つ
く
べ
き
か
を
決
め
か
ね
て
い
ま

し
た
。
展
示
で
は
、
失
職
し
た
旧
幕
臣
が

日
和
見
を
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
資
料
を

展
示
し
ま
し
た
。
当
然
の
こ
と
と
は
い
え
、

誰
も
が
思
想
や
信
念
を
も
っ
て
戦
っ
て
い

た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
資
料
に
登
場
す

る
伏
見
在
の
旧
幕
府
の
下
級
役
人
に
と
っ

て
は
幕
府
が
滅
び
た
こ
と
よ
り
も
、
自
ら

が
失
職
し
た
こ
と
の
方
が
よ
ほ
ど
重
大
で

あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
、
明
治
維
新
の

別
の
一
面
を
見
た
気
が
し
ま
し
た
。

如
雲
は
廃
藩
置
県
の
実
施
を
見
ず
に
死

去
し
ま
す
が
、
慶
勝
と
政
治
的
命
運
を
と

も
に
し
て
き
た
如
雲
に
は
結
果
的
に
藩
が

消
滅
す
る
こ
と
に
な
る
明
治
維
新
の
改
革

は
ど
の
よ
う
に
映
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

三
　
藩
士
家
が
伝
え
た
資
料

こ
こ
で
は
、「
大
塚
家
文
書
」
の
中
か

ら
特
に
想
像
力
を
か
き
た
て
ら
れ
る
文
書

を
選
ん
で
展
示
し
ま
し
た
。
中
で
も
「
白

菊
琵
琶
表
之
図
」
は
こ
の
狙
い
に
合
致
す

る
も
の
で
し
た
。
当
初
は
図
の
位
置
づ
け

が
不
明
確
で
し
た
。
し
か
し
、
調
べ
を
進

め
る
う
ち
に
、
慶
勝
か
ら
孝
明
天
皇
に

献
上
さ
れ
た
と
さ
れ
る
尾
張
徳
川
家
に
伝

わ
っ
た
琵
琶
の
名
品
の
ば
ち
面
を
複
写
し

た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
に
い
た
り
ま
し

た
。
来
館
者
に
は
白
菊
琵
琶
の
格
調
の
高

さ
と
と
も
に
、
図
が
作
成
さ
れ
て
か
ら
大

塚
家
の
文
箱
に
保
管
さ
れ
る
ま
で
の
様
々

な
可
能
性
に
思
い
を
巡
ら
せ
な
が
ら
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
た
と
し
た
ら
幸
い
で
す
。

企
画
展
の
準
備
を
始
め
た
当
初
は
「
大

塚
家
文
書
」
と
「
名
古
屋
藩
庁
文
書
」
と

を
別
の
文
書
群
と
と
ら
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の

資
料
の
中
で
藩
士
の
行
動
を
追
い
か
け
て

い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
資
料
を
読
み
進

む
う
ち
に
、
次
第
に
二
つ
の
資
料
が
リ
ン

ク
し
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、
二
つ
の
資
料

群
に
は
藩
士
の
人
生
や
生
活
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
る
記
事
が
数
多
く
あ
り
、
と

て
も
興
味
深
く
、
藩
士
に
対
し
て
愛
着
が

湧
く
こ
と
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
の
企
画
展
を
契
機
に
、
郷
土
の
歴

史
及
び
本
館
の
所
蔵
資
料
に
関
心
を
も
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

表
紙
の
写
真
の
解
説

今
回
の
企
画
展
で
は
「
大
塚
三
右
衛

門
家
文
書
」、「
名
古
屋
藩
庁
文
書
」、「
太

政
類
典
」
の
三
つ
の
資
料
群
を
主
に
用

い
ま
し
た
。

表
紙
の
写
真
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料

群
の
う
ち
尾
張
藩
重
臣
の
田
宮
如
雲
に

関
す
る
資
料
で
す
。

上
の
写
真
は
京
都
裁
判
所
の
「
当
番

泊
番
日
記
」
の
表
紙
と
そ
の
日
記
の
一

部
で
す
（
慶
応
四
年
三
月
）。
冒
頭
の
一

つ
書
き
に
は
、
朝
廷
か
ら
の
使
者
が
裁

判
所
に
勤
め
て
い
る
如
雲
に
太
政
官
代

へ
の
出
頭
を
命
じ
る
内
容
の
書
状
を
持

参
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

右
下
の
写
真
に
は
、
如
雲
が
成
瀬
正

肥
と
と
も
に
、
旧
幕
府
軍
の
追
討
を
命

じ
ら
れ
た
元
藩
主
の
徳
川
慶
勝
の
補
佐

の
た
め
、
政
府
の
役
職
を
免
じ
ら
れ
た

こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
（
慶
応
四

年
（
明
治
元
）
四
月
）。
こ
の
後
、
慶
勝

は
美
濃
太
田
に
陣
を
敷
き
、
先
兵
と
し

て
正
肥
は
塩
尻
へ
、
如
雲
は
高
遠
へ
と

進
軍
し
ま
す
。

左
下
の
写
真
は
、
北
地
部
宰
の
如
雲

が
管
下
の
村
々
の
状
況
に
つ
い
て
、
志

水
武
雄
に
送
っ
た
書
状
で
す
（
明
治
二

年
十
一
月
）。
不
作
の
た
め
破
免
（
検
見

取
）
と
す
る
こ
と
は
止
む
な
し
と
し
て

手
続
を
進
め
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
、
明
治
維
新
期

に
生
き
た
如
雲
の
役
人
、
兵
士
、
領
主

の
三
様
の
顔
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

企画展の風景

県の鳥　コノハズク
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古
文
書
解
読
講
座

―
名
古
屋
市
大
塚
三
右
衛
門
家
文
書
―

ご
紹
介
す
る
史
料
は
、
尾
張
藩
士
大
塚
三
右
衛
門
家

文
書
の
内
の
一
点
で
す
。
文
書
に
は
、
尾
張
藩
か
ら
宿

や
船
の
手
配
を
任
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
、
伏
見
商

人
の
松
屋
伊
助
が
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
正
月
の
鳥

羽
・
伏
見
の
戦
で
被
害
に
遭
っ
た
こ
と
か
ら
、
再
建
資

金
と
し
て
金
五
百
両
の
拝
借
を
願
い
出
た
こ
と
が
書
か

れ
て
い
ま
す
。

伊
助
は
拝
借
を
願
う
に
至
っ
た
経
緯
を
次
の
よ
う
に

記
し
て
い
ま
す
。
①
二
十
一
年
以
上
前
か
ら
藩
士
の
宿

泊
や
船
の
手
配
を
任
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
②
そ
の
後
元

治
元
年
（
一
八
六
四
）、「
御
上
様
」
が
京
都
に
滞
在

の
折
に
呼
ば
れ
、
改
め
て
宿
な
ど
の
手
配
を
命
じ
ら

れ
、
今
ま
で
力
を
尽
く
し
務
め
て
き
た
こ
と
、
③
し
か

し
、
慶
応
四
年
一
月
三
日
に
、
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
が
起

こ
り
、
家
に
火
の
手
が
ま
わ
っ
た
こ
と
を
報
告
し
に
出

掛
け
た
と
こ
ろ
、
留
守
宅
の
女
性
た
ち
は
、
大
き
な
砲

声
に
驚
き
、
着
の
身
着
の
ま
ま
逃
げ
出
し
た
た
め
、
伊

助
は
住
居
初
め
家
財
道
具
一
切
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
、
④
御
用
務
め
の
た
め
、
仮
普
請
を
早
々
に
行
い
た

い
が
、
自
分
の
力
で
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
、
⑤
そ
の

た
め
、
尾
張
藩
へ
拝
借
に
行
っ
た
こ
と
、
以
上
、
五
点

に
つ
い
て
申
し
述
べ
て
い
ま
す
。

な
お
、
元
尾
張
藩
主
の
徳
川
慶
勝
は
「
去
ル
子
年
」

に
当
た
る
元
治
元
年
に
「
滞
京
」
し
て
い
た
こ
と
、
慶

応
三
年
（
一
八
六
七
）
十
月
二
十
七
日
に
入
京
し
、
知

恩
院
を
宿
所
と
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

（
名
古
屋
市
史
）

鳥
羽
・
伏
見
の
戦
は
、
新
政
府
軍
と
旧
幕
府
軍
の
戦

い
と
い
う
政
治
史
的
な
側
面
に
目
が
向
け
ら
れ
が
ち
で

す
が
、
こ
の
史
料
か
ら
は
、
鳥
羽
、
淀
な
ど
と
と
も
に

大
き
な
被
害
を
受
け
た
伏
見
の
地
で
、
戦
火
に
よ
り
家

な
ど
の
財
産
を
失
い
、
再
建
に
腐
心
す
る
町
人
の
姿
が

浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。

	
	

乍
レ
恐
歎
願
奉
二
申
上
一
候
書
付

一	

私
儀

	

弐
拾
壱
ヶ
年
已
前
ゟ
御
家
中
様
方
被
レ
遊
二
御
下
坂
一
候
節
々
御
宿
并

	

御
乗
船
等
之
御
世
話
申
上
候
処
、
去
ル
子
年

	

御
上
様
御
滞
京
之
砌
　
御
旅
館
江
被
二

	

召
出
一
御
用
聞
被
二
　
仰
付
一
難
レ
有
御
請
奉
二
申
上
一
候
、
其
後

	

御
上
様
を
初
御
家
中
様
方
大
坂
表
江
御
上
下
之
節
々
御
宿
割
并

	

御
乗
船
等
江
付
乍
二
無
調
法
一
精
々
尽
二
才
力
一
是
迄
無
レ
滞
御
用

	

相
詰
来
申
候
処
、
此
度
於
二
当
所
一
火
急
大
変
之
儀
二
付
居
宅

	

衣
類
諸
道
具
等
迄
不
レ
残
類
焼
仕
、
然
ル
処
私
儀
ハ
右
節

	

御
旅
館
を
初
江
御
注
進
可
レ
奉
二
申
上
一
儀
御
座
候
間
、
出

	
殿
仕
申
上
引
取
申
候
処
、
留
主
中
右
大
変
指
起
砲
聲

	

厳
敷
候
故
、
右
ニ
驚
女
子
共
而
已
ニ
而
諸
道
具
捨
置
逃
退

	

更
々
一
品
も
不
レ
残
焼
失
仕
候
処
、
日
々
御
家
中
様
方
御
通
行

	

相
成
候
得
共
住
所
無
レ
之
甚
タ
不
都
合
御
用
難
二
相
勤
一
儀
二
付

	

此
末
迄
茂
永
続
御
用
相
勤
申
度
依
レ
之
早
速
ニ
假
普
請
ニ

	

取
懸
り
御
用
弁
仕
度
候
、
付
而
ハ
方
今
御
時
節
柄
彼
是
歎
願

	

奉
二
申
上
一
候
儀
甚
奉
二
恐
入
一
候
得
共
前
顕
之
儀
ニ
御
座
候
間
、
私
才
力
ニ
而
ハ

	

出
来
方
迚
も
不
行
届
候
付
何
卒
格
別
之
御
慈
悲
を
以
右
入
用

	

金
五
百
両
拝
借
仕
度
今
日
知
恩
院

	

御
殿
江
御
願
申
上
置
候
間
、
何
卒
宜
敷
御
聞
済
被
二
下
置
一

	

候
様
奉
二
御
歎
願
一
候
以
上

伏
見
御
用
達

	
	

慶
応
四
年
辰
正
月	

松
屋
伊
助
　
印



平成26年1月30日 愛知県公文書館だより 第18号

— 5 —

平
成
二
十
五
年
十
一
月
に
、
古
文
書
講

座
を
開
講
し
ま
し
た
。
古
文
書
講
座
は
今

回
で
四
回
目
と
な
り
、
入
門
編
（
十
一
月

十
一
日
、
十
三
日
、
十
八
日
）、
応
用
編

（
十
一
月
二
十
五
日
、
二
十
七
日
）
に
分

け
て
実
施
し
ま
し
た
。

博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
古
文
書
の

く
ず
し
字
を
見
た
と
き
、「
読
め
た
ら
な
ぁ

…
」
と
か
、「
な
ぜ
昔
の
人
と
現
代
人
の

書
く
文
字
は
こ
ん
な
に
も
違
う
の
だ
ろ

う
」
と
、
疑
問
に
思
わ
れ
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

入
門
編
は
そ
の
よ
う
な
思
い
を
も
っ
た

人
を
応
援
す
る
た
め
の
講
座
で
す
。
基
礎

知
識
で
あ
る
候
文
や
返
読
文
字
、
異
体
字
、

変
体
仮
名
な
ど
に
つ
い
て
具
体
例
を
交
え

な
が
ら
ス
ラ
イ
ド
で
説
明
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
本
館
所
蔵
の
「
尾
張
国
愛
知
郡
相

原
村
（
現
在
の
名
古
屋
市
緑
区
鳴
海
町
）

近
藤
家
文
書
」
及
び
、「
惣
帳
届
留
」（
名

古
屋
藩
庁
文
書
）
の
解
読
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

解
読
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず
受
講
者
が

自
力
で
翻
訳
に
挑
戦
す
る
時
間
を
取
り
、

そ
の
後
、
本
館
職
員
の
講
師
が
説
明
を
加

え
な
が
ら
解
読
し
て
い
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
文
の
ま
と
ま
り
ご
と
に
読
み
下
し
と

解
釈
を
行
い
ま
し
た
。

応
用
編
は
、
県
史
編
さ
ん
室
の
職
員
が

講
師
を
務
め
、「
愛
知
県
史
」（
資
料
編

十
七
、
近
世
三
、
尾
東
・
知
多
、
資
料
番

号
二
百
七
十
五
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
尾
張

十
二
代
藩
主
徳
川
斉
荘
（
な
り
た
か
）
初

入
国
の
際
の
御
目
見
の
記
録
」
の
解
読
と

内
容
の
解
説
を
行
い
ま
し
た
。
天
保
十
一

年
二
月
に
十
二
代
藩
主
の
斉
荘
が
尾
張
国

に
初
入
国
し
た
際
に
、
小
牧
の
江
崎
家
が

御
目
見
・
御
能
を
拝
見
し
た
時
の
記
録
で

す
。
臨
場
感
溢
れ
る
、
興
味
深
い
内
容
の

資
料
を
読
む
こ
と
で
、
歴
史
の
醍
醐
味
を

味
わ
っ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

講
座
修
了
後
、
受
講
者
の
皆
様
か
ら
い

た
だ
き
ま
し
た
ご
意
見
、
ご
感
想
を
今
後

の
古
文
書
講
座
に
生
か
し
て
参
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

古
文
書
コ
ー
ナ
ー
は
、
本
館
所
蔵
の
古

文
書
を
ご
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
日
常
生

活
で
は
目
に
す
る
こ
と
の
少
な
い
、
古
文

書
に
触
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
開

始
さ
れ
二
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

今
回
は
尾
張
国
愛
知
郡
相
原
村
（
現
在

の
名
古
屋
市
緑
区
鳴
海
町
）
の
「
近
藤
家

文
書
」
か
ら
二
点
を
展
示
し
ま
し
た
。

一
点
目
は
、
江
戸
時
代
の
村
送
り
（
送

籍
）
に
関
す
る
文
書
で
す
。
村
送
り
一
札

と
は
、
婚
姻
や
養
子
縁
組
な
ど
に
よ
り
村

民
が
他
村
へ
転
出
す
る
際
に
、
送
籍
の
理

由
や
旦
那
寺
な
ど
を
記
載
し
、
本
人
の
身

元
を
証
明
す
る
書
類
で
す
。
展
示
し
た
文

書
は
、
養
子
縁
組
に
よ
り
、
鳴
海
村
か
ら

相
原
村
へ
移
動
す
る
際
に
発
行
さ
れ
た
も

の
で
す
。
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
が
禁
止
さ
れ

た
時
代
で
あ
っ
た
た
め
、
旦
那
寺
を
記
載

す
る
こ
と
に
よ
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
宗
門
で

な
い
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

村
送
り
一
札
之
事
（
近
藤
家
文
書
）

二
点
目
は
、
材
木
を
売
買
し
た
際
に
出

さ
れ
た
請
取
証
文
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

紹
介
の
も
の
を
含
め
、
古
文
書
類
は
、

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
や
複
製
本
、
C
D

−

R
O
M
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

古
文
書
講
座

古
文
書
コ
ー
ナ
ー

	

　
村
送
り
一
札
之
事

一	

当
村
勘
兵
衛
掛
り
人
石
蔵
当
亥
廿
五
歳
、

	

今
般
其
御
村
方
作
左
衛
門
方
江
養
子
ニ
参
り

	

申
候
、
宗
旨
ハ
代
々
高
田
宗
鳴
海
村

	

浄
泉
寺
旦
那
ニ
御
座
候
、
右
之
者
当
村

	

居
住
之
内
御
法
度
之
切
支
丹
類

	

族
之
者
ニ
而
者
無
レ
之
候
、
御
陣
屋
御
願

	

相
済
差
遣
シ
申
候
間
、
向
後
其
御
村
方

	

請
帳
ニ
御
書
載
可
レ
被
レ
成
候
、
為
二
後
日
一
送
り

	

一
札
仍
而
如
レ
件

鳴
海
村
組
庄
屋

善
兵
衛	

印

	

天
保
十
年

	
	

亥
二
月

	
	

相
原
村
庄
屋

	
	
	

徳
右
衛
門
殿

古文書講座の風景

県の木　ハナノキ

古文書コーナーの風景
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本
館
で
は
、明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）

頃
に
作
成
さ
れ
た
地
籍
図
と
地
籍
帳
を
合

わ
せ
て
四
千
六
百
三
十
二
点
所
蔵
し
て
い

ま
す
。
地
籍
図
と
地
籍
帳
は
、
デ
ジ
タ
ル

化
し
た
デ
ー
タ
も
作
成
し
て
お
り
、
土
地

調
査
を
目
的
と
し
た
利
用
者
の
要
求
に
応

え
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
大
学
の
講
義
に
利
用
さ
れ

て
い
る
ケ
ー
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

《
利
用
大
学
》　

愛
知
大
学
文
学
部
歴
史
・

地
理
学
コ
ー
ス
地
理
学
専
攻
十
八
名
、

必
修
科
目
『
地
理
学
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

実
習
Ⅰ･

Ⅱ
』

《
指
導
教
員
》　

有
薗
正
一
郎
教
授

《
作
業
目
的
》　

６
千
分
の
１
（
原
図
の
１

／
５
）
に
縮
小
し
て
筆
写
し
た
図
面
と
、

現
在
の
土
地
利
用
を
比
較
す
る
た
め
に
明

治
期
の
図
の
作
成
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

の
事
前
作
業
と
し
て
行
う
。

《
作
業
内
容
》　

三
河
国
渥
美
郡
福
岡
村
と

磯
辺
村
（
愛
知
大
学
豊
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
を

含
む
地
域
）
の
「
地
籍
図
」
を
グ
ル
ー
プ

単
位
で
複
写
す
る
。
そ
の
後
、
当
時
の
地

目
ご
と
に
色
鉛
筆
で
塗
分
け
を
す
る
。

（
例
）
田
＝
緑
色
、
畑
＝
黄
色
、
川
＝
青

色《指
導
教
員
の
コ
メ
ン
ト
》　
「
昔
の
失
わ

れ
た
景
観
を
復
原
す
る
デ
ー
タ
と
し
て
地

籍
図
と
地
籍
帳
は
有
用
で
す
。
愛
知
県
の

よ
う
に
一
箇
所
で
ほ
と
ん
ど
の
町
村
を
ま

と
め
て
閲
覧
で
き
る
の
は
珍
し
い
し
、
有

り
難
い
こ
と
で
す
。
ま
た
、
田
や
畑
の
分

布
、
土
地
の
凹
み
、
旧
土
地
利
用
の
様
子

が
分
か
り
ま
す
。
同
時
に
、
人
々
の
努
力

の
痕
跡
も
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。」

《
学
生
の
感
想
》

〈
学
生
Ａ
〉「
軍
用
地
の
記
載
を
み
て
、
時

代
の
変
化
を
と
て
も
感
じ
ま
し
た
。」

〈
学
生
Ｂ
〉「
元
は
平
面
だ
け
ど
、
ぬ
り
絵

を
す
る
こ
と
で
立
体
感
が
で
き
、
リ
ア
ル

な
土
地
利
用
図
に
な
り
ま
し
た
。」

〈
学
生
Ｃ
〉「
地
籍
図
が
精
細
で
、
き
れ
い

な
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
田
の
中
の
畑
に
、

微
高
地
が
あ
る
の
が
わ
か
り
ま
し
た
。」

本
館
で
は
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
愛
知

県
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
事
業
（
東

海
地
域
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
協
議
会

と
連
携
）
に
よ
り
、
研
修
生
を
受
け
入
れ

て
き
ま
し
た
。
短
期
間
（
十
日
間
程
度
）

で
す
が
、
研
修
生
に
は
、
本
館
の
さ
ま
ざ

ま
な
業
務
を
体
験
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
男
性
一
名
、
女
性
二
名
の

計
三
名
（
全
員
大
学
三
年
生
）
が
参
加
し
、

文
書
の
修
復
・
整
理
・
移
動
、
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
化
し
た
資
料
の
複
写
、
行
政
刊

行
物
の
整
理
、
及
び
窓
口
で
の
受
付
な
ど

の
業
務
を
体
験
し
ま
し
た
。
研
修
生
の
皆

さ
ん
の
感
想
や
、
公
文
書
館
に
対
す
る
印

象
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

〈
研
修
生
Ａ
〉

「
文
書
や
書
物
に
つ
い
て
の
扱
い
や
注

意
点
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
今
ま
で
何
気

な
く
使
っ
て
い
た
ホ
ッ
チ
キ
ス
が
、
紙
と

は
相
性
が
悪
い
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
何
年
も
残
し
て
お
き
た
い
プ
リ

ン
ト
な
ど
は
、
ホ
ッ
チ
キ
ス
止
め
し
な
い

よ
う
に
心
が
け
ま
す
。」

「
カ
ウ
ン
タ
ー
体
験
で
は
、
利
用
者
へ

の
対
応
の
仕
方
な
ど
勉
強
に
な
る
こ
と
が

多
く
、
迅
速
か
つ
丁
寧
な
対
応
が
何
よ
り

も
大
切
と
感
じ
ま
し
た
。」

「
体
力
面
で
の
仕
事
と
、
細
か
く
根
気

の
い
る
仕
事
が
あ
り
、
両
面
で
学
ぶ
こ
と

が
多
く
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。」

〈
研
修
生
Ｂ
〉

「
公
文
書
館
は
歴
史
的
価
値
の
あ
る
文

書
を
保
存
し
て
い
る
ば
か
り
で
は
な
く
、

文
書
の
修
復
や
整
理
、
一
般
利
用
者
の
た

め
の
受
付
業
務
、
企
画
展
や
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
業
務
が
あ
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
仕
事
を
時
間
内
に
終
え

る
た
め
の
、
効
率
化
に
つ
い
て
も
考
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」

「
公
文
書
館
の
仕
事
は
、
未
来
の
た
め

に
歴
史
的
価
値
の
あ
る
文
書
を
保
存
す
る
、

重
要
な
仕
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、

保
存
し
て
い
く
こ
と
の
大
変
さ
も
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」

〈
研
修
生
Ｃ
〉

「
公
務
員
が
自
分
に
向
い
て
い
る
か
ど

う
か
、
ど
の
よ
う
な
人
が
働
い
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
職
場
で
の
雰
囲
気
や
職
員
の

皆
さ
ん
の
努
力
を
感
じ
と
る
こ
と
も
で
き

ま
し
た
。」

今
後
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
修
生
の

受
入
を
通
じ
て
、
多
く
の
学
生
の
皆
様
に

本
館
業
務
を
体
験
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

本
館
の
資
料
を
使
っ
た
講
義･

演
習

愛
知
大
学
文
学
部
歴
史･

地
理
学
コ
ー
ス

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
修
生
体
験
記

愛知大学学生の演習風景

県の魚　クルマエビ
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本
館
は
、
公
文
書
館
等
歴
史
資
料
保
存

利
用
機
関
の
連
携
・
研
究
協
議
団
体
で
あ

る
「
全
国
公
文
書
館
長
会
議
」、「
東
海
北

陸
地
区
公
文
書
等
保
存
利
用
事
務
協
議

会
」
及
び
「
全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用
機

関
連
絡
協
議
会
」
の
会
員
で
あ
り
、
毎
年

各
団
体
が
主
催
す
る
研
究
会
・
研
修
会
な

ど
に
職
員
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
、「
全
国
公
文
書
館
長
会
議
」

は
、
総
会
・
実
務
担
当
者
会
が
、
六
月
十

日
・
十
一
日
に
福
岡
共
同
公
文
書
館
な
ど

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
に
、
福
岡
共
同
公
文
書
館
の
視

察
見
学
、
続
い
て
実
務
担
当
者
を
対
象

に
「
公
文
書
の
利
用
に
係
る
審
査
基
準
に

つ
い
て
」、「
受
入
文
書
に
係
る
保
存
と
利

用
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
意
見
交
換
会
が

あ
り
、
積
極
的
な
討
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
九
州
地
方
に
お
け
る
公
文
書

館
な
ど
の
取
組
と
し
て
、
佐
賀
県
公
文
書

館
、
天
草
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
、
熊
本
県
県
政

情
報
文
書
課
の
取
組
に
つ
い
て
の
報
告
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
百
十
名

も
の
参
加
者
が
あ
り
、
全
体
会
の
質
疑
討

論
で
は
、
活
発
な
意
見
交
換
や
討
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
福
岡
共
同
公
文
書
館
は
、

福
岡
県
と
県
内
市
町
村
（
政
令
指
定
都
市

の
北
九
州
市
と
福
岡
市
を
除
い
た
五
十
八

自
治
体
全
て
）
が
共
同
で
設
置
・
運
営
を

す
る
し
く
み
で
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月

に
開
館
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
県
と
市

町
村
の
共
同
に
よ
る
公
文
書
館
は
全
国
で

も
初
め
て
の
ケ
ー
ス
で
す
。

ま
た
、「
東
海
北
陸
地
区
公
文
書
等
保

存
利
用
事
務
協
議
会
」
は
、
総
会
・
事
務

担
当
者
研
究
会
が
、
十
月
十
日
に
三
重
県

総
合
博
物
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

歴
史
的
公
文
書
な
ど
歴
史
資
料
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
、
東
海
北

陸
七
県
一
市
の
会
員
機
関
か
ら
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
会
員
間
で
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
、
お
互
い
有
用
な
情
報
を
共
有
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
議
題
の
中
に
は

「
歴
史
的
公
文
書
の
公
開
方
法
」、「
記
録

媒
体
の
変
換
」
な
ど
、
本
館
に
と
っ
て
も

関
心
の
高
い
事
項
が
含
ま
れ
て
お
り
、
他

機
関
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
大
変
有

意
義
で
し
た
。

さ
ら
に
、「
全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用

機
関
連
絡
協
議
会
」
は
、
全
国
大
会
・
研

修
会
が
十
一
月
十
四
日
・
十
五
日
に
、
学

習
院
創
立
百
周
年
記
念
会
館
で
開
催
さ
れ
、

本
館
職
員
も
参
加
し
ま
し
た
。

夏
盛
り
の
八
月
某
日
、
二
人
の
女
性
が

来
館
し
ま
し
た
。
彼
女
た
ち
は
県
内
の
大

学
生
で
、
卒
業
論
文
に
必
要
な
資
料
を
探

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
教
授
か
ら
明
治
十
七

年
（
一
八
八
四
）
に
作
成
さ
れ
た
地
籍
図

を
本
館
が
所
蔵
し
て
い
る
と
聞
き
、
閲
覧

す
る
た
め
に
来
館
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

地
籍
図
の
検
索
は
過
去
の
村
名
が
分
か 

っ
て
い
る
場
合
、
す
ぐ
に
請
求
番
号
が
調

べ
ら
れ
ま
す
。
分
か
っ
て
い
な
い
場
合
に

は
、
現
在
の
地
名
や
地
図
か
ら
の
検
索
に

よ
っ
て
請
求
番
号
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
本
館
は
請
求
さ
れ
た
資
料
を
職
員

が
書
庫
か
ら
取
り
出
し
て
く
る
閉
架
式
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
籍
図
は
原
本

保
護
の
た
め
複
製
図
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
地
籍
図
を
初
め
て
利
用
し
た
二

人
の
学
生
に
は
、
神
社
の
名
称
や
位
置
、

川
な
ど
か
ら
探
し
て
い
る
場
所
を
特
定
す

る
方
法
を
伝
え
ま
し
た
。
二
人
は
探
し
て

い
た
場
所
を
す
ぐ
に
見
つ
け
、
写
し
を

と
っ
て
笑
顔
で
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

地
籍
図
の
閲
覧
者
は
測
量
関
係
者
、
研

究
者
な
ど
大
勢
あ
り
ま
す
が
、
学
生
の
よ

う
な
若
い
世
代
の
利
用
は
ご
く
僅
か
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
若
い
世
代
の
人
を

は
じ
め
、
本
館
を
広
く
知
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
改
め
て
感
じ
た
一
日
で
し
た
。

本
館
で
は
、
県
発
行
の
刊
行
物
だ
け
で

な
く
、
他
機
関
か
ら
寄
贈
を
受
け
た
資
料

も
多
数
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
現
在
お
よ
そ

四
千
点
あ
り
、
毎
年
約
百
五
十
点
ず
つ
増

加
し
て
い
ま
す
。

県
内
の
市
町
村
や
博
物
館
な
ど
の
ほ
か

に
、
県
外
の
公
文
書
館
な
ど
約
六
十
箇
所

か
ら
も
寄
贈
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

国
立
公
文
書
館
な
ど
国
の
機
関
の
資
料
も

備
え
て
い
ま
す
。
主
な
内
容
と
し
て
、
史

誌
類
や
企
画
展
の
図
録
、
所
蔵
資
料
目
録
、

研
究
紀
要
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
県
内
市
町
村
、
博
物
館
な
ど
の

資
料
の
次
に
、
県
外
施
設
な
ど
の
刊
行
物

が
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
北
か
ら
順
に
並

び
、
国
の
各
種
機
関
な
ど
の
資
料
が
続
い

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
本
館
の
開
架
室
に

あ
り
ま
す
。

是
非
、
多
く
の
方
に
活
用
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
関
係
団
体
の

研
究
会
・
研
修
会
に
参
加
し
て

閲
覧
室
カ
ウ
ン
タ
ー
か
ら

他
機
関
か
ら
の
寄
贈
に
つ
い
て県の花　カキツバタ

全国大会の会場
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レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ナ
ー

Q　

愛
知
県
庁
舎
の
図
面
が
あ
る
と
聞

き
ま
し
た
が
、ど
の
よ
う
な
資
料
で
す
か
。

A　

所
蔵
し
て
い
る
の
は
平
成
九
年
に

建
築
部
営
繕
課
か
ら
移
管
さ
れ
た
現
愛

知
県
庁
本
庁
舎
の
図
面
で
す
。
現
本
庁

舎
は
南
武
平
町
に
あ
っ
た
庁
舎
の
老
朽

化
、事
務
量
の
増
加
に
よ
り
手
狭
に
な
っ

た
な
ど
の
理
由
か
ら
、
大
正
十
四
年
に

新
築
移
転
が
計
画
さ
れ
、
昭
和
十
三
年

三
月
に
完
成
し
ま
し
た
。
そ
の
際
に
作

成
さ
れ
た
図
面
で
、
一
般
図
、
詳
細
図
、

設
備
図
な
ど
約
二
百
四
十
点
を
所
蔵
し

て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
各
階
平
面
図
、

公
式
行
事
や
公
賓
の
接
遇
を
行
う
た
め

の
特
別
な
部
屋
と
し
て
使
わ
れ
た
正
庁

の
平
面
図
や
天
井
伏
図
、
電
気
や
ガ
ス

な
ど
の
配
管
や
そ
の
仕
様
を
記
し
た
設

備
図
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

現
愛
知
県
庁
舎
は
名
古
屋
市
庁
舎
と

同
様
に
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の

建
物
に
、
日
本
の
城
郭
風
の
屋
根
を
載

せ
た
姿
を
特
徴
と
す
る
帝
冠
様
式
が
採

用
さ
れ
ま
し
た
。
庁
舎
正
面
中
央
部
に

載
る
屋
根
の
詳
細
図
も
残
さ
れ
て
い
ま

す
。ま

た
、図
面
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
愛

知
県
庁
舎
等
の
写
真
」
と
し
て
、
起
工

式
や
工
事
中
の
様
子
な
ど
当
時
を
知
る

上
で
貴
重
な
資
料
も
保
存
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
現
庁
舎
は
、
平
成
十
年
に
文

化
財
保
護
法
に
よ
る
国
の
登
録
有
形
文

化
財
（
建
造
物
）
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
愛
知
県
公
文
書
館
だ
よ
り
第
十
八
号
を

お
届
け
し
ま
す
。
企
画
展
の
資
料
か
ら
、

激
動
の
時
代
を
生
き
抜
い
た
藩
士
の
人
生

や
生
活
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
内
容
の
充
実
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

▽
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ナ
ー
の
帝
冠
様
式

に
つ
い
て
、
広
辞
苑
に
は
、「
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
の
現
代
建
築
に
、
瓦
葺
き

の
勾
配
屋
根
を
意
匠
的
に
設
け
た
様
式
で
、

大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
に
公
共
建
築
に
用

い
ら
れ
た
。」
と
あ
り
ま
す
。
現
庁
舎
は

特
に
城
郭
の
要
素
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
愛
知
大
学
文
学
部
歴
史
・
地
理
学
コ
ー

ス
の
講
義
と
演
習
は
、
閲
覧
和
室
と
閲
覧

室
の
二
箇
所
に
分
か
れ
て
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
学
生
た
ち
は
真
剣
で
、
い
つ
も
静
か

な
閲
覧
室
が
活
気
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

▽
公
文
書
館
だ
よ
り
を
親
し
み
や
す
い
も

の
に
す
る
た
め
に
、
今
後
も
ご
意
見
、
ご

感
想
な
ど
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

編　

集　

後　

記
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利 用 案 内

開 館 時 間
午前9時～午後5時

休 館 日
土曜日・日曜日・整理期間（春季10日以内）
国民の祝日・年末年始（12月28日～ 1月4日）

利 用 方 法

展 　 　 示
展示室では常設展や毎年テーマを定めた企画
展を開催し、所蔵資料等の展示を行っています。

交 通 機 関
地下鉄名城線「市役所」下車　5番出口
市バス・名鉄バス（基幹バス）「市役所」下車

資料の閲覧は無料です。
閲覧を希望される場合は、備え付けの
「閲覧票」に所定の事項をご記入の上、
受付に提出してください。
所蔵資料の複写にも応じています。（有料）
ただし、一部複写できないものがあります。
館外貸出は行っておりません。

・
・

・

・

N

■県体育館

■国立病院機構
　名古屋医療
　センター

市役所市役所
西庁舎

県庁西庁舎
市役所駅

県庁

至清水口

地
下
鉄
名
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線

至栄

愛知県公文書館
愛知県自治センター

7階


